
 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八
月
八
日
、
大
船
渡
市
防
災
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
会
議
室
を
会
場

に
、
青
年
委
員
会
が
運
営
主
管
と
な
り
、
「
環
境
保
全
に
対
す
る
意
識

を
高
め
、
自
ら
地
球
温
暖
化
対
策
を
実
施
し
て
循
環
型
社
会
の
形
成
に

貢
献
す
る
」
機
会
と
し
て
、
二
〇
一
八
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
Ｒ

Ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｏ
環
境
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
一
般
の
方
々
を
含
め
五
二

名
が
参
加
し
た
。
終
了
後
に
は
、
青
年
委
員
会
役
員
と
講
師
を
囲
ん
で

交
流
会
を
実
施
、
宇
宙
に
も
話
題
が
発
展
し
話
が
尽
き
な
か
っ
た
。 
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漫
画
が
好
き
で
、
地
獄
を
題
材

に
し
た
も
の
も
あ
り
、
地
獄
と
天

国
の
お
話
を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

昔
、
あ
る
人
が
地
獄
を
見
た
そ

う
で
す
。
地
獄
に
は
や
せ
衰
え
、

飢
え
て
苦
し
ん
で
い
る
人
が
大

勢
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
こ
に

は
御
馳
走
が
入
っ
た
鍋
が
あ
る

の
で
す
。
し
か
し
、
彼
ら
の
手
に

は
長
さ
約
１
ｍ
も
の
長
い
箸
が

く
く
り
付
け
て
あ
り
、
御
馳
走
を

取
る
こ
と
は
で
き
て
も
、
自
分
の

口
に
運
ぶ
こ
と
は
出
来
ず
苦
し

ん
で
い
ま
し
た
。
自
分
な
ら
そ
の

箸
を
使
っ
て
食
べ
る
こ
と
が
出

来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
。(

笑) 

し
ま 

い
に
は 

周
り
の 

人
が
掴 

ん
だ
御 

馳
走
を 

無
理
矢 

理
、
奪 

お
う
と 

し
て
争
い
が
起
き
、
御
馳
走
は
飛

び
散
り
サ
ン
コ
ミ
ダ
ラ
。 

そ
の
人
は
次
に
天
国
を
見
た

そ
う
で
す
。
地
獄
と
同
じ
く
大
勢

い
の
人
達
が
い
て
、
御
馳
走
が
た

く
さ
ん
入
っ
た
鍋
が
あ
り
手
に

は
長
い
箸
。
全
く
地
獄
と
同
じ
環

境
だ
っ
た
そ
う
で
す
。
た
だ
違
う

の
は
他
人
の
口
に
御
馳
走
を
運

ん
で
あ
げ
て
、
お
互
い
に
食
べ
さ

せ
合
っ
て
い
た
の
で
す
。 

長
い
箸
を
括
り
付
け
て
あ
る

と
自
分
の
口
に
は
食
べ
物
を
運

べ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
他
人
に
食

べ
さ
せ
て
あ
げ
る
こ
と
は
で
き

る
の
で
す
。 

天
国
も
地
獄
も
環
境
は
全
く

同
じ
で
す
。
そ
こ
に
い
る
人
達
が

自
分
中
心
に
考
え
て
し
ま
え
ば

そ
こ
は
地
獄
と
な
り
、
相
手
の
こ

と
を
優
先
し
て
、
思
い
や
り
を
持

っ
て
過
ご
せ
ば
そ
こ
が
天
国
に

な
る
の
で
す
。
日
頃
の
行
い
、
気

を
つ
け
て
～
♪ 

 

健
・
Ｍ 

 

に
つ
い
て
、
な
け
れ
ば
生
物
が
生

き
ら
れ
な
い
と
解
説
。
「
温
室
効

果
ガ
ス
は
な
い
と
困
る
が
、
増
え

て
も
困
る
も
の
、
そ
れ
を
人
間
が

増
や
し
す
ぎ
て
い
る
の
は
地
球

の
無
駄
遣
い
。
」
と
指
摘
し
た
。 

雇用の不安 

雇い止めの 

不安はあり 

ませんか？ 

フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
及
川
事
務
局

長
の
司
会
で
始
ま
り
、
大
畑
委
員

長
は
一
戸
町
観
光
天
文
台
長
、
岩

手
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推

進
員
を
務
め
る
吉
田
講
師
を
紹

介
後
、
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
形
式
で
開

催
す
る
の
は
二
年
目
、
今
回
は
観

光
天
文
台
に
勤
め
て
お
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
宇
宙
空
間
と
の
関
わ

り
な
ど
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
お

話
が
聞
け
る
も
の
と
楽
し
み
で

す･
･

」
と
挨
拶
を
し
た
。 

吉
田
偉
峰
氏
は
、｢

地
球
温
暖

化
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
地
球
環
境

の
希
少
性｣

と
題
し
て
講
演
し
、

地
球
温
暖
化
の
仕
組
み
や
星
空

環
境
と
の
関
係
、
身
近
な
対
策
な

ど
に
触
れ
、
地
球
温
暖
化
の
原
因

と
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
と
そ

の
多
く
を
占
め
る
二
酸
化
炭
素

吉
田
氏
は
、
専
門
で
あ
る
星

空
、
宇
宙
の
話
題
に
も
触
れ
な
が

ら
説
明
し
、
「
二
酸
化
炭
素
は
い

ろ
い
ろ
な
と
こ
ろ
に
含
ま
れ
て

い
る
。
意
外
な
地
球
温
暖
化
対
策

が
あ
る
は
ず
」
と
述
べ
た
。 

参
加
者
は
、
日
常
生
活
で
で
き

る
省
エ
ネ
、
消
費
の
節
約
、
ご
み

の
リ
サ
イ
ク
ル
と
い
っ
た
二
酸

化
炭
素
を
減
ら
す
日
頃
か
ら
の

行
動
な
ど
、
地
球
温
暖
化
を
考
え

る
機
会
と
し
た
。 

▼
道
路
・
街
路
な
ど
の
人
工

照
明
が
住
居
内
に
強
く
差
し
込

む
と
居
住
者
の
安
眠
・
プ
ラ
イ

バ
シ
ー
な
ど
に
影
響
。
▼
野
生

生
物
が
光
に
寄
っ
て
き
た
り
、

光
を
嫌
が
っ
て
逃
げ
る
。
夜
行

性
生
物
な
ど
の
住
処
に
影
響
。

▼
ド
ラ
イ
バ
ー
が
眩
し
さ
で
歩

労働組合が政治活動に取り組む理由は、組合員と家族の暮らしを

改善し、幸せを拡大するためです。労働組合は、職場の中で賃金や

労働条件の維持向上の取り組みを行っていますが、私たちの暮らし

はそれだけではよくなりません。 

雇用・労働、税制、社会保障、環境、平和、安全保障･･･。 

こうした問題は国や地域社会の政治・経済のあり様によって大き

な影響を受けており、私たちが自らの生活を改善し幸せを追求しよ

うと考えるなら、企業・会社の外に出て、積極的に政治や経済に関

わっていく必要があり、政治活動はその代表的と言えます。 

公職選挙法は「○○をしてはいけない」と

いう禁止法・制限法です。悪質な違反は連座

制が摘要され、候補者の当選が無効とされる

場合があります。 

 

▼有権者に対し投票依頼のために金を支払

うこと。 

▼選挙運動に参加する人たちに対して報酬

を支払うこと。法律で支払ってよいと明記さ

れた金の支払い以外はすべて問題となる可

能性がある。選挙区外や選挙権を持たない者

への支払いも同様。 

▼業者に有料で委託し、業者が社員やアルバ

イトを使って選挙運動をさせ、給料やアルバ

イト代を支払うこと。利害誘導罪 

▼選挙運動や告示前の各種活動に参加した

人たちに対してご馳走や接待をすること。会

食も割り勘以外はアウト。私費でもダメ。 

行
者
や
周
囲
が
見
え
に
く
い
、
信

号
や
標
識
へ
の
気
づ
き
が
遅
く

な
る
。
▼
街
路
樹
等
植
物
や
農
作

物
は
光
の
影
響
を
受
け
る
も
の

も
あ
り
、
出
穂
・
落
ち
葉
の
遅
れ
、

開
花
の
促
進
に
影
響
。
▼
人
工
照

明
か
ら
出
る
光
が
上
方
向
に
漏

れ
る
こ
と
で
星
が
見
え
に
く
く
、

天
文
台
観
察
に
影
響
。
▼
明
る
さ

を
競
う
過
剰
な
明
る
さ
や
不
必

要
な
方
向
に
漏
れ
た
光
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
浪
費
に
つ
な
が
る
。 

 県内の中小・未組織労働者、非正規労働者の

賃金引き上げなどによる労働条件の改善・向上

を図る、岩手県地域別最賃の改正は、8 月 22

日の最低賃金審議会で採決し、発効は 10 月 1

日からになりました。今年度は、目安額にプラ

ス１円の 24 円の引き上げで額が決定され、地

域別最低賃金の時給額は 762 円となります。 

会社には、最低賃金以上の賃金を支払う義務

があり、この金額を下回ると法律違反となり、

２０１８年 

１０月１日から 

その差額を請求できます。

「おかしいな？」と思うこ

とがあったら連合気仙事

務局まで連絡をください。 

日時: ９月１０日(月) 
1８時３０分 ~19時30分 

場所: シーパル大船渡 2F 会議室 
 

労働３団体(連合気仙、平和環境、 

友愛会)は、大船渡市長戸田公明氏 

と｢政策協定｣を締結し推薦を決定 

(2018.7.20)しました。 

大船渡市政の動向把握、働く環境に影響する

政治の重要性を理解する機会です。 

多くの皆さんの参加をお願いします。 

-震災前より元気なまちへ- 

日時: 9 月１４日(金) 
1８時３０分 ~２０時 

場所: 大船渡市魚市場 
３F 多目的ホール  

     (社)日本アンガーマネジメント協会、アン

ガーマネジメントファシリテーター 

神田由香氏 ※｢アンガーマネジメン

トでイライラと上手に付き合おう｣ 

入門講座を聞いて人生楽しく暮らそう！ 


